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宮
澤
賢
治
「
四
次
元
幻
想
」
の
源
泉
を
探
る
書
誌
的
考
察

 
 

寮　
　

美　

千　

子

執
筆
の
動
機
と
要
旨

　

宮
澤
賢
治
に
つ
い
て
調
べ
、
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
に
は
、
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
一
月
、
中
京
大
学
大
学
院
に
在
籍
す
る
黒

田
恵
美
子
氏
か
ら
、
こ
ん
な
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
わ
た
し
の
祖
父
・
寮
佐

吉
に
つ
い
て
の
情
報
を
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

寮
佐
吉
氏
の
こ
と
を
調
べ
る
必
要
を
感
じ
た
き
っ
か
け
は
、
賢
治
蔵
書

リ
ス
ト
に
、
寮
佐
吉
氏
の
訳
し
た
『
通
俗
科
学
講
話
叢
書
第
三
篇　

通
俗

電
子
及
び
量
子
論
講
話
』（
通
俗
科
学
講
話
叢
書
第
三
篇　

大
正
十
一
年

十
二
月　

黎
明
閣
）
を
見
つ
け
た
た
め
で
す
。

　

大
正
期
は
通
俗
科
学
書
が
よ
く
読
ま
れ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、「
科
学
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
の
寮
佐
吉
氏
の
活
動
は
、
大
正
期

の
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
、
Ｓ
Ｆ
文
学
の
黎
明
期
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
、
大
変
興
味
深
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
私
が
書
こ
う
と
し
て
い
る
論
文
は
、
寮
佐
吉
訳
輯
『
通
俗
第
四
次
元

講
話
』（
通
俗
科
学
講
話
叢
書
第
四
編　

大
正
十
一
年
十
二
月　

黎
明
閣
）

と
賢
治
の
四
次
元
に
何
か
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

視
点
で
構
想
し
て
い
ま
す
。
直
接
の
影
響
は
な
く
と
も
、
大
正
期
の
「
四

次
元
」
と
い
う
概
念
の
受
容
状
況
を
、
本
書
を
通
し
て
窺
う
こ
と
は
出
来

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
現
在
、
文
筆
を
生
業
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
向
を
決
定
づ
け
た

の
は
「
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ス
中
葉
」
に
お
け
る
賢
治
作
品
と
の
出
逢
い
だ
っ
た
。

そ
の
賢
治
の
蔵
書
の
な
か
に
、
祖
父
が
翻
訳
を
手
が
け
た
物
理
学
書
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
の
は
、
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
喜
び
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
題
材

で
あ
れ
ば
、
わ
た
し
自
身
が
ぜ
ひ
調
査
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
黒

田
氏
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
の
で
遠
慮
し
、
論
文
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
。
一
年
半
後
、
黒
田
氏
に
ご
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
夫
君
の
転
勤
に
伴
い
海

外
生
活
と
な
っ
た
た
め
に
、
研
究
を
中
断
し
再
開
の
目
途
が
立
た
な
い
旨
、
お
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知
ら
せ
い
た
だ
い
た
。
な
ら
ば
と
、
祖
父
の
本
を
繙
い
て
賢
治
と
の
関
連
を
調

べ
て
み
よ
う
と
考
え
た
。

　

祖
父
・
寮
佐
吉
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
に
か
け
て
、
物
理
学
や
心
理
学

の
啓
蒙
書
を
訳
出
す
る
翻
訳
者
で
あ
り
、
新
聞
・
雑
誌
に
科
学
記
事
を
書
く
科

学
ラ
イ
タ
ー
の
先
が
け
で
あ
っ
た
。
東
京
府
立
四
中
の
英
語
教
師
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
、
終
戦
直
前
に
結
核
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
空
襲
で
市
ヶ
谷
の
家

が
全
焼
し
た
た
め
、
祖
父
の
著
作
や
訳
書
の
す
べ
て
が
灰
塵
と
化
し
た
。

　

失
わ
れ
た
祖
父
の
本
を
探
索
す
る
に
連
れ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
大
正
と
い
う

時
代
が
見
え
て
き
た
。
祖
父
の
著
作
探
訪
と
い
う
ご
く
個
人
的
な
動
機
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
広
が
り
に
目
が
開
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
本
稿
は
、

賢
治
の
蔵
書
目
録
を
手
が
か
り
に
、
賢
治
が
読
ん
だ
相
対
性
理
論
の
本
を
推
理

し
、
大
正
期
に
お
け
る
「
四
次
元
」
受
容
と
賢
治
作
品
と
の
関
連
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
来
日
と
賢
治

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
来
日
は
大
正
十
一
年
（1922

）、
宮
澤
賢
治
『
春
と

修
羅
』
の
出
版
は
大
正
十
三
年
（1924

）。
そ
の
「
序
」
に
は
「
過
去
と
か
ん
ず

る
方
角
」「
因
果
の
時
空
的
制
約
」「
第
四
次
延
長
」
な
ど
、
は
っ
き
り
と
相
対

性
理
論
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。「
四
次
元
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
賢
治
作
品
の
通
奏

低
音
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
り
、
賢
治
の
生
涯
を
貫
い
て
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
く
る
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
賢
治
の
作
品
中
に
「
相
対
性
理
論
」
も
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
」
も
直
接
は
出
現
し
な
い
。
友
人
へ
の
手
紙
に
も
、
こ
れ
に
触
れ
た
も
の

は
な
い
。
賢
治
の
思
想
を
形
成
す
る
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
仏
教
に
関
し
て
、

賢
治
は
多
く
を
語
り
、
友
人
や
家
族
に
も
帰
依
を
強
く
勧
め
、
過
激
と
も
思
え

る
行
動
に
出
て
、
様
々
な
逸
話
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
に
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
相
対
性
理
論
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
記
録

は
な
い
。
わ
ず
か
に
原
稿
の
余
白
に
書
か
れ
た
メ
モ
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
先
生
／

フ
ラ
ン
ス
…
…
先
生
、
／
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
先
生
／
ル
メ
ー
ト
ル
、
先
生
、

／
普
賢
菩
薩̶

白
象
／
か
う
も
り
の
影
」（
注
１
）「M

incow
ski

」（
注
２
）
の

文
字
が
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
に
し
て
も
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

訪
日
の
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ベ
ル
ギ
ー
の
天
文

学
者
ル
メ
ー
ト
ル
が
宇
宙
膨
張
説
を
発
表
し
た
の
は
昭
和
二
年
（1927

）、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
年
（1930

）

だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
仙
台
で
も
講
演
会
を
開
い
て
い
る
が
、
花
巻
に
い
た

賢
治
は
そ
れ
を
訪
れ
て
い
な
い
。「
四
次
元
」
を
作
品
の
主
軸
と
し
た
賢
治
に

し
て
は
、
そ
の
反
応
は
あ
ま
り
に
冷
淡
で
は
な
い
か
。

　

実
は
こ
の
時
期
は
、
賢
治
に
と
っ
て
疾
風
怒
涛
の
季
節
だ
っ
た
。
大
正
九
年

（1920

）
に
盛
岡
高
等
農
林
学
校
研
究
生
を
終
了
し
た
賢
治
は
、
意
に
添
わ

な
い
家
業
の
質
屋
を
手
伝
う
こ
と
を
嫌
い
大
正
十
年
（1921

）
一
月
に
東
京
へ

家
出
。
ガ
リ
版
切
り
を
し
な
が
ら
熱
心
に
国
柱
会
に
通
い
「
法
華
文
学
」
を
念

頭
に
置
い
た
膨
大
な
童
話
群
を
創
作
す
る
。
八
月
、
妹
ト
シ
の
喀
血
に
よ
り
心

な
ら
ず
も
花
巻
に
戻
っ
た
賢
治
は
、
ト
ラ
ン
ク
い
っ
ぱ
い
の
童
話
の
原
稿
を
携

え
て
い
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
稗
貫
郡
立
稗
貫
農
学
校
教
諭
の
職
を
得
て

新
し
い
生
活
に
は
い
る
。
学
校
を
舞
台
に
演
劇
や
文
芸
活
動
な
ど
、
活
発
な
文

化
活
動
を
行
う
一
方
、
雑
誌
「
愛
国
婦
人
」
に
童
話
が
掲
載
さ
れ
て
生
前
唯
一
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の
原
稿
料
を
得
る
な
ど
、
充
実
し
た
暮
ら
し
が
続
く
。
し
か
し
、
ト
シ
の
病
状

は
思
わ
し
く
な
く
、
翌
年
十
一
月
二
十
七
日
に
永
眠
。
ト
シ
が
、
病
と
最
後
の

壮
絶
な
闘
い
を
し
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
来
日

す
る
。
大
正
十
一
年
（1922

）
十
一
月
十
七
日
に
神
戸
に
到
着
、
各
地
を
回
り
、

仙
台
で
の
講
演
は
、
ト
シ
の
死
か
ら
六
日
目
の
十
二
月
三
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

帰
国
は
十
二
月
二
十
九
日
で
あ
る
。

　

日
本
で
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
熱
が
最
も
高
ま
っ
た
時
期
は
、
賢
治
の
家
出
か

ら
、
ト
シ
の
死
に
い
た
る
日
々
に
ぴ
っ
た
り
と
重
な
る
。
賢
治
は
こ
の
時
期
、

国
柱
会
と
法
華
経
に
激
し
く
傾
倒
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も

相
対
性
理
論
も
、
見
か
け
上
は
影
が
薄
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
「
四
次
元
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
胚
胎
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
だ
。
そ
れ
が
、
大
正
十
三
年
（1924

）
の
『
春
と
修
羅
』
刊
行
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
激
し
く
外
部
へ
と
表
出
さ
れ
た
仏
教
へ
の
傾
倒
と
、
深
く
内
部
に

沈
潜
し
た
四
次
元
幻
想
。
や
が
て
そ
れ
は
核
融
合
と
も
い
う
べ
き
境
地
に
至
る
。

賢
治
は
こ
の
時
期
、
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
か
ら
四
次
元
に
関
す
る
知
識
を
得

た
の
で
あ
ろ
う
。

大
正
期
に
お
け
る
相
対
性
理
論
の
本

　

大
正
十
年
（1921

）、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
本
人
に
よ
る
唯
一
の
一
般
向
け

解
説
書
『
相
対
性
原
理
講
話
』
が
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
皮
切
り
と

な
り
、
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
わ
た
っ
て
、
怒
涛
の
「
相
対
性
理
論
本
」
刊
行
の

嵐
が
や
っ
て
く
る
。
大
正
年
間
に
出
版
さ
れ
た
関
係
書
を
あ
げ
る
。（
注
３
）

【
大
正
十
年
（1921

）】

桑
木
彧
雄
・
池
田
芳
郎
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
原
理
講
話
』
岩
波
書
店

石
原
純
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
と
相
対
性
原
理
』
改
造
社

石
原
純
『
相
対
性
原
理
』（
科
学
叢
書
第
一
編
）
岩
波
書
店

石
原
純
『
エ
ー
テ
ル
と
相
対
性
原
理
の
話
』
岩
波
書
店

竹
内
時
男
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
其
の
思
想
』
内
田
老
鶴
圃

浅
野
利
三
郎
『
誰
に
も
解
か
る
相
対
性
原
理
の
話
』
世
界
思
想
研
究
会

【
大
正
十
一
年
（1922

）】

﹇
石
原
純
関
連
﹈

石
原
純
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
全
集　

第
一
〜
四
巻
』
改
造
社
、
大
正
11
〜
13

石
原
純
『
相
対
性
理
論
の
諸
断
面　

第
一
輯
』
改
造
社

石
原
純
『
相
対
性
理
論
の
諸
断
面　

第
二
輯　

空
間
及
時
間
概
念
』
改
造
社

石
原
純
『
相
対
性
原
理
』
大
阪
毎
日

﹇
寮
佐
吉
関
連
﹈

エ
ル
・
ボ
ル
ト
ン
他
、
寮
佐
吉
訳
『
通
俗
相
対
性
原
理
講
話
』（
通
俗
科
学
講
話
叢
書
第

一
編
）
黎
明
閣

寮
佐
吉
『
通
俗
第
四
次
元
講
話
』（
通
俗
科
学
講
話
叢
書
第
四
編
）
黎
明
閣

テ
ィ
リ
ン
グ
他
、
寮
佐
吉
訳
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
要
約
』
九
十
九
書
房

﹇
宗
教
・
哲
学
・
科
学
思
想
史
関
連
﹈

シ
ヤ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ン
他
、
高
瀬
毅
訳
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
哲
学
と
新
宇
宙
観
』（
通

俗
科
学
講
話
叢
書
第
二
編
）
黎
明
閣

井
上
秀
天
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
か
達
磨
か
』（
東
洋
文
化
叢
書
第
一
編
）
宝
文
館

亀
谷
聖
馨
『
華
厳
の
哲
理
と
相
対
性
原
理
』
名
教
学
会

柳
井
和
助
『
科
学
と
哲
学　

ガ
リ
レ
オ
よ
り
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
ま
で
』
中
央
出
版
社
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ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
・
ハ
ー
ロ
ー
他
、岡
邦
雄
訳『
ニ
ウ
ト
ン
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ま
で
』

（
新
生
会
叢
書
第
一
篇
）
下
出
書
店

モ
ス
コ
ウ
ス
キ
他
、
高
橋
誠
抄
訳『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン̶

思
索
の
跡
を
た
ど
り
て
』改
造
社

﹇
一
般
啓
蒙
書
・
他
﹈

池
邊
常
刀
『
相
対
性
原
理
』
岩
波
書
店

浅
野
利
三
郎
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
聴
か
ざ
り
し
友
へ
』（
世
界
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
通
信

一
二
九
）
世
界
思
潮
研
究
会

三
枝
彦
雄
『
相
対
性
へ
の
道
』
厚
生
閣

ハ
ン
ス
・
ワ
ル
テ
ル
・
コ
ル
ン
ブ
リ
ユ
ム
他
『
相
対
性
理
論
の
基
礎　

フ
イ
ル
ム
に
な

つ
た
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
』
大
阪
学
校
映
画
協
会

岡
邦
雄
『
相
対
性
原
理
読
本
』（
新
学
芸
講
座
臨
時
増
刊
）
春
秋
社

加
藤
美
侖『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
も
是
な
ら
分
る
』（
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
叢
書
第
一
編
）

朝
香
屋
書
店

織
田
俶
子
編
『
相
対
性
原
理
の
話
』（
婦
人
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
三
号
）
婦
人
文
化
研
究
会

山
本
一
清
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
相
対
性
原
理
』
警
醒
社

水
野
敏
之
丞
『
相
対
原
律
』
丸
善

﹇
相
対
性
理
論
批
判
﹈

土
井
不
曇
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
理
論
の
否
定
』
総
文
館

鈴
木
傳
七
『
普
選
論
の
駁
撃　

附
録
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
批
判
』
曙
光
社

【
大
正
十
二
年
（1923

）】

原
田
三
夫
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
原
理
の
話
』（
新
知
識
叢
書
第
一
編
）
現
代
社 

石
原
純
、
岡
本
一
平
絵
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
講
演
録
』
改
造
社

ア
ー
サ
・
ト
ム
ソ
ン
他
『
科
学
大
系　

第
七
巻
』
大
鐙
閣

菊
池
俊
一
『
わ
か
り
や
す
い
相
対
性
原
理
』
大
日
本
教
育
通
信
社

【
大
正
十
三
年
（1924

）】

河
合
熊
太
『
誰
に
も
わ
か
る
非
ゆ
う
く
り
つ
ど
と
相
対
性
』
南
郊
社

成
瀬
関
次
『
第
四
次
延
長
の
世
界
』
昿
台
社

【
大
正
十
五
年
（1926

）】

阿
部
良
夫
『
相
対
性
理
論
』
岩
波
書
店

真
田
豊
治
『
純
正
理
学
の
基
本
問
題
』
香
草
舎

蔵
書
目
録
を
手
が
か
り
に
推
理
す
る

　

大
正
十
年
（1921

）
に
は
六
点
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
日
の
大
正
十
一
年

（1922

）
に
は
、
な
ん
と
二
十
四
点
も
の
相
対
性
理
論
関
連
の
本
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
現
在
で
も
、
同
じ
テ
ー
マ
の
本
が
そ
れ
だ
け
出
版
さ
れ
た
ら
、
大
変

な
ブ
ー
ム
と
呼
べ
る
が
、
出
版
総
数
が
い
ま
に
比
べ
て
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た

時
代
に
こ
の
冊
数
は
異
様
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
大
き
な
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
か
が

わ
か
る
。

　

こ
の
大
量
の
書
物
の
中
か
ら
、
賢
治
が
果
た
し
て
ど
れ
を
手
に
取
っ
た
か
を

同
定
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
相
対
性
理
論
関
連
の
情

報
は
、
単
行
本
に
限
ら
ず
新
聞
・
雑
誌
に
も
膨
大
な
記
事
が
書
か
れ
た
の
で
、

む
し
ろ
、
そ
の
情
報
を
全
体
と
し
て
捕
ら
え
、「
時
代
の
波
」
と
し
て
の
影
響

を
考
察
し
た
方
が
正
し
い
態
度
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の

情
報
に
当
た
ら
ね
ば
、
結
局
、
そ
の
総
体
も
見
え
て
は
こ
な
い
。
そ
こ
で
、
少

な
い
手
が
か
り
か
ら
推
理
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
手
が
か
り
の
一
つ
が
、
賢
治
の
没
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
蔵
書
目
録

で
あ
る
。
宮
澤
賢
治
は
大
変
な
読
書
家
で
あ
り
、
知
識
欲
旺
盛
で
あ
っ
た
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こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
蔵
書
目
録
「
小
倉
稿
」（
注
４
）
に

は
、
百
四
十
二
項
目
・
千
五
百
冊
弱
の
書
籍
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
賢
治

は
図
書
館
を
よ
く
利
用
し
、
ま
た
本
が
溜
ま
る
と
古
書
店
に
売
っ
た
り
友
人
に

あ
げ
た
り
し
た
と
い
う
（
注
５
）。
蔵
書
目
録
は
賢
治
が
読
ん
だ
本
の
ご
く
一

部
で
し
か
な
い
。
そ
の
こ
と
は
充
分
承
知
し
て
い
る
が
、
他
に
手
が
か
り
ら
し

い
手
が
か
り
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
は
こ
れ
を
出
発
点
に
考
え
て
み
た
い
。

ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
の
相
対
性
理
論
解
説
書
の
存
在

　

こ
の
蔵
書
目
録
の
中
に
は
、
一
冊
の
相
対
性
理
論
の
本
が
あ
る
。
そ
れ
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
刊
の
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
著
『
相
対
性
理
論
と

空
間
論
に
つ
い
て
の
四
つ
の
講
話
』（1923

）（
注
６
）
で
あ
る
。
洋
書
で
あ
り
、

な
ぜ
か
英
文
学
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
た
た
め
、
長
ら
く
見
落
と
さ
れ
て
き

た
が
、
近
年
発
掘
さ
れ
斎
藤
文
一
が
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。（
注
７
）

　

斎
藤
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
に
よ
る
一
般
向
け
解

説
書
を
下
敷
き
と
し
た
も
の
で
、
正
統
派
の
解
説
本
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
当
時
の
流
通
事
情
を
考
え
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
た
こ

の
本
が
発
行
後
す
ぐ
に
賢
治
の
手
に
渡
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
早
く
と
も

大
正
十
二
年
（1923

）
の
後
半
か
、
翌
大
正
十
三
年
（1924

）
で
あ
り
、『
春

と
修
羅
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
大
正
十
一
年
（1922

）
一
月
六
日
か
ら
翌
大
正

十
二
年
（1923

）
十
二
月
十
日
ま
で
の
日
付
の
作
品
制
作
に
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、間
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
は
大
正
十
三
年
（1924

）

一
月
二
十
日
の
日
付
の
「
序
」
執
筆
の
段
階
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
の
が

斎
藤
の
見
解
だ
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
日
の
大
正
十
一
年
（1922

）
に
は
、
巷
に
相
対
性
理

論
の
情
報
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
本
を
入
手
す
る
以
前
に

日
本
語
の
相
対
性
理
論
の
情
報
を
得
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

蔵
書
に
お
け
る
綱
目
別
冊
数
比
較
／
理
工
学
書
の
貧
弱

　

で
は
、
ど
ん
な
本
が
賢
治
の
目
に
留
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
当

時
の
本
の
売
れ
行
き
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
大
正
十
年
（1921

）
に
出
版
さ
れ
た
桑

木
彧
雄
訳
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
原
理
講
話
』（
岩
波
書
店
）
と
、
石
原
純

著
『
相
対
性
原
理
』（
岩
波
書
店
）
が
妥
当
だ
。
こ
の
二
冊
は
相
対
性
理
論
本
の

先
駆
け
で
あ
っ
た
。
前
評
判
ば
か
り
が
高
ま
り
、
い
ま
ひ
と
つ
そ
の
実
体
が
判

ら
ず
に
隔
靴
搔
痒
の
思
い
を
し
て
い
た
人
々
は
、
こ
の
本
に
飛
び
つ
い
た
。
賢

治
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
賢
治
の
蔵
書
か
ら
推
理
し
て
み
る
と
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
蔵
書

目
録
「
小
倉
稿
」
は
綱
目
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
い
、
ま
ず
、

綱
目
ご
と
の
冊
数
を
見
て
み
よ
う
。
全
集
等
は
一
項
目
と
な
る
が
、
冊
数
は
そ

の
合
計
冊
数
に
す
る
。（
注
８
）

﹇
理
系
﹈

肥
料
・
農
学
・
園
芸
学 

９
項
目 　

９
冊
（
う
ち
洋
書
３
冊
）

地
学
・
鉱
学
・
土
壌
学 

８
項
目 　

12
冊
（
う
ち
洋
書
４
冊
）

数
学 

６
項
目 　

17
冊
（
う
ち
洋
書
１
冊
）

化
学
・
学
術
会
彙
報 

８
項
目 　

14
冊
（
う
ち
洋
書
２
冊
）

 
 

 （
＋
学
術
彙
報　

数
10
部
）
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﹇
文
系
﹈

現
代
・
世
界
文
学 

６
項
目 　

138
冊
（
＋
岩
波
文
庫　

各
科
に
わ
た
り
数
10
冊
）

 

　
　
　
　
　
　

  （
＋
受
贈
文
芸
誌
及
び
歌
集　

各
数
10
部
）

英
文
学
・
英
訳
文
学 

15
項
目 

洋
書
15
冊

独
文
学
・
独
訳
文
学 

６
項
目 

洋
書
６
冊

地
理
・
歴
史 
２
項
目 　

37
冊

思
想 
12
項
目 　

195
冊
（
う
ち
洋
書
３
冊
）

音
楽
・
美
術 

７
項
目 　

98
冊
（
＋
楽
譜　

数
10
葉
）

日
本
・
東
洋
古
典 

18
項
目 
約
450
冊
（
＋
法
帖
類
20
数
部
、
易
学
書
10
数
部
）

仏
教
書 

22
項
目 　

124
冊（
＋
経
典
、聖
書
、賛
美
歌
集
、宗
教
雑
誌
等
）

﹇
辞
書
・
語
学
・
実
用
﹈

文
法
・
語
学 

12
項
目 　

15
冊
（
う
ち
洋
書
２
冊
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト 

４
項
目 

洋
書
４
冊

生
理
・
健
康
法 

７
項
目 　

７
冊
（
う
ち
洋
書
１
冊
）

　

ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
本
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
た
か
は
、
本
の
数
と
は

比
例
し
な
い
。
こ
と
に
全
集
物
は
揃
え
た
だ
け
で
読
ま
な
い
こ
と
も
多
い
か
ら
、

冊
数
の
多
さ
は
当
て
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
興
味
を
持
っ
て
い

た
の
か
は
、
所
蔵
す
る
本
の
冊
数
と
あ
る
程
度
は
比
例
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
見
る
と
「
日
本
・
東
洋
古
典
」
が
圧
倒
的
に
多
く
約
四
百
五
十
冊
。

続
く
の
が
「
思
想
」
及
び
「
文
学
」
で
、
各
々
二
百
冊
近
く
。
次
が
「
仏
教
書
」

で
百
二
十
四
冊
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
文
系
の
本
の
合
計
冊
数
は
千
冊
を
軽
く
超

え
る
。

　

こ
れ
と
比
べ
る
と
、
理
系
の
本
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で
合
計
五
十
二
冊
し
か
な

い
。
文
系
の
本
の
二
十
分
の
一
だ
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
賢
治
が
専
門
教
育

を
受
け
た
「
地
学
・
鉱
学
・
土
壌
学
」「
肥
料
・
農
学
・
園
芸
学
」
は
二
十
一
冊
。

こ
れ
ら
は
既
に
学
校
時
代
に
身
に
つ
け
、
肥
料
設
計
も
基
本
を
押
さ
え
れ
ば
後

は
応
用
が
利
く
の
で
、本
が
必
要
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
数
学
」

に
は
『
微
分
積
分
講
義
』『
ペ
リ
ー
初
等
実
用
数
学
』『
平
面
三
角
法
』
な
ど
、
ご

く
一
般
的
な
も
の
も
並
ぶ
。

　

物
理
学
は
「
化
学
・
学
術
会
彙
報
」
に
分
類
さ
れ
、
そ
こ
に
は
工
学
も
化
学

も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
全
部
合
わ
せ
て
も
、
こ
の
綱
目
の
単
行
本
は
十
四

冊
し
か
な
い
。
こ
の
な
か
に
、賢
治
が
座
右
の
書
と
し
た
と
い
う『
化
学
本
論
』

と
い
う
大
著
も
含
ま
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、「
科
学
者
賢
治
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
み
る
と
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
貧
弱
さ
は
や
は
り
驚
く
ば
か
り
だ
。

理
工
学
書
の
内
訳

　

次
に
「
化
学
・
学
術
会
彙
報
」
の
具
体
的
な
内
容
を
見
て
み
よ
う
。（
注
９
）

片
山
正
夫
『
化
学
本
論
』
内
田
老
鶴
圃
、
大
正
4

高
松
豊
吉
他
『
化
学
工
業
全
書 

全
八
冊
』
南
江
堂
書
店
、
丸
善
書
店
、
明
治
47

F.S.Kipping &
 W
.H
.Rerkin "Inorganic Chem

istory"

工
学
研
究
会
『
電
気
工
学　

附
機
械
工
学
・
蒸
気
機
関
』
成
光
館
、
大
正
3

ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ス
、
寮
佐
吉
訳
『
通
俗
電
子
及
び
量
子
論
講
話
』
黎
明
閣
、
大
正
11

日
本
学
術
協
会
編
『
日
本
学
術
協
会
報
告
』
日
本
学
術
協
会
、
大
正
15

学
術
研
究
彙
報
（
数
十
部
）

Charles Proteus Steinm
etz "Four Lectures on Relativity and Space" 



7

M
cG
raw
H
ill Book Com

pany,Inc., N
ew
 York, 1923

　

こ
れ
を
見
る
と
、化
学
書
が
洋
書
『
無
機
化
学
』
も
含
め
て
十
冊
と
最
も
多
い
。

肥
料
設
計
な
ど
を
行
っ
て
い
た
賢
治
に
と
っ
て
必
要
な
書
物
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
物
理
学
書
の
和
書
は
『
通
俗
電
子
及
び
量
子
論

講
話
』
一
冊
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
通
俗
科
学
講
話
叢
書
」
と
い
う
一
般
向

け
の
啓
蒙
書
と
し
て
書
か
れ
た
物
理
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
あ
る
。
賢
治
の
蔵
書

に
あ
っ
た
唯
一
の
日
本
語
の
物
理
学
の
本
が
、
専
門
書
で
は
な
く
一
般
向
け
の

啓
蒙
書
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
賢
治
に
お
け
る
相
対
性
理
論
の

位
置
を
示
す
一
つ
の
指
標
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

賢
治
と
四
次
元
論
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
と
き
、
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
や
ロ
ー
レ

ン
ツ
変
換
、
リ
ー
マ
ン
幾
何
学
な
ど
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
の
関

係
が
詳
述
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
賢
治
は
数
学
的
に
相
対
性
理
論
に
踏
み
こ
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
賢
治
の
専
門
は
地
学
や
土
壌
学
で
あ
る
。
現
在
で
も
そ

う
だ
が
、
地
学
や
土
壌
学
の
専
門
家
が
、
相
対
性
理
論
を
完
全
に
理
解
し
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
漠
然
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
詳
細
に
は
理
解
し
て
い
な
い

こ
と
の
方
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
賢
治
の
、
理
論
物
理
学
の
方
面
の
蔵
書
が
他
方

面
に
比
べ
て
異
常
に
貧
弱
な
こ
と
を
み
て
も
、
ま
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
相

対
性
理
論
に
対
す
る
発
言
が
一
向
に
表
に
見
え
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、

そ
こ
ま
で
の
物
理
学
的
、
数
学
的
理
解
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
推
測
も
可
能
だ
。

　

賢
治
が
『
ト
ム
ソ
ン
科
学
大
系
』
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
本
は
大
正
十
一
年
か
ら
十
五
年
（1922

〜26

）
刊
行
の
全
八
巻

の
シ
リ
ー
ズ
で
、
一
般
向
け
科
学
啓
蒙
書
で
あ
る
。
科
学
全
般
に
わ
た
っ
て
正

確
な
記
述
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
読
破
す
れ
ば
、
科
学
の
基
礎
知
識
を
か
な
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
な
か
の
記
述
も
、
こ
こ
か

ら
発
想
を
得
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
大
正
十
二
年
（1923

）
刊
行
の
第
七
巻
に

は
相
対
性
理
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
賢
治
は
、
専
門
に
学
ん
だ
地
学
や
土
壌

学
、
化
学
に
関
し
て
は
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
い
た
が
、
物
理
学
に
関
し
て
は

専
門
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般
教
養
と
し
て
の
正
確
な
知
識
を
得
て
い

た
、
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
推
論
は
、
賢
治
作
品
に
お

け
る
四
次
元
関
連
の
表
現
を
踏
ま
え
て
再
度
吟
味
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『
通
俗
電
子
及
び
量
子
論
講
話
』は
し
が
き

　

次
に
、
賢
治
蔵
書
に
唯
一
あ
っ
た
日
本
語
の
物
理
学
書
『
通
俗
電
子
及
び
量

子
論
講
話
』に
つ
い
て
、詳
し
く
見
て
み
よ
う
。こ
の
本
は
大
正
十
一
年（1922

）

の
刊
行
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
日
の
年
で
あ
り
、賢
治
が「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」

と
い
う
方
法
や
「
四
次
元
幻
想
」
を
胚
胎
し
た
時
期
に
重
な
る
。

　
「
通
俗
」
と
い
う
の
は
、
専
門
家
で
は
な
い
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
啓
蒙
書

に
つ
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。「
講
話
」
と
い
う
の
も
、
や
さ
し
く
説
か

れ
た
話
、
と
い
う
意
味
あ
い
が
強
い
。
と
は
い
え
「
電
子
及
び
量
子
論
」
と
い

う
む
ず
か
し
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
、
無
味
乾
燥
の
物
理
本
か
と
思
っ
た

が
、そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
冒
頭
の
「
は
し
が
き
」
は
こ
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

オ
リ
オ
ン
星
座
に
、
輝
い
て
ゐ
る
赤
い
星
のBetelgeuse

が
あ
る
。

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
星
は
、
他
の
星
と
共
に
、
数
世
紀
間
航
海
者
の
道
案
内
と
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な
り
、
或
は
、
哲
学
者
、
神
話
製
作
者
等
の
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
私
共
は
、
今
宵
、
ア
ラ
ビ
ヤ
人
に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
た
名
を

保
留
し
て
、其
を
大
な
る
猟
人
の
右
肩
に
、今
も
望
ん
で
ゐ
る
が
、科
学
は
、

其
の
始
め
の
万
有
精
神
論
的
の
命
名
を
保
在
し
て
他
は
総
べ
て
捨
て
ゝ
、

絶
対
な
る
数
的
事
実
を
之
に
代
入
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
私
共
の
学
校
時

代
か
ら
、
私
共
は
、
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
は
、
私
共
の
地
球
を
照
し
て
ゐ
る
太

陽
と
同
じ
一
つ
の
太
陽
で
あ
る
と
教
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
極
最
近
に
、
シ
カ

ゴ
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
教
授
は
、
其
の
直
径
が
、
私
共
の
太
陽
の
三
百

倍
あ
る
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
オ
リ
オ
ン
の
脇
の
下
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
航
海
の
目
安
に
な
っ
た
と
い
う
文
系
の
文
脈
も
し
っ
か
り
押
さ
え
て
あ

る
。
冒
頭
を
読
ん
だ
限
り
で
は
「
電
子
及
び
量
子
論
」
の
本
だ
と
は
、
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
詩
情
溢
れ
る
文
章
だ
が
、
そ
の
ま
ま
天
文
物
理
に
な
だ
れ
こ
む
。

　

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
は
、
全
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
、
一
つ
の
点
に
過
ぎ
な
い
。

其
の
宇
宙
の
真
中
に
、
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
一
個
の
太
陽
が
あ
っ
て
、
其

の
一
つ
の
惑
星
上
に
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
が
、
小
さ
な
不
純
な

炭
素
と
水
の
塊
と
、
旨
く
言
っ
た
塊
が
う
よ
う
よ
と
し
て
の
た
く
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
此
等
の
炭
素
化
合
物
が
、
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
比
較
し
た
る

数
的
無
意
味
を
認
識
し
た
ら
、
其
の
自
己
中
心
性
は
、
ど
ん
な
感
動
を
受

け
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

　

ラ
ッ
セ
ル
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
日
前
年
の
大
正
十
年
（1921

）
に
来

日
。
当
時
、
世
界
的
に
流
行
し
た
思
想
家
で
あ
る
。「
小
さ
い
一
個
の
太
陽
」

と
は
我
々
の
太
陽
、「
小
さ
な
不
純
な
炭
素
と
水
の
塊
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
人

間
の
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
全
体
の
ス
ケ
ー
ル
を
知
る
こ
と
で
、
人
間
が
い
か
に

小
さ
い
か
を
知
る
。
人
間
中
心
主
義
を
離
れ
、
よ
り
大
き
な
視
点
を
持
と
う
と

い
う
呼
び
か
け
だ
。

　

近
代
科
学
は
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
大
転
換
を
皮
切
り
に
、
地
球
か
ら
太

陽
系
、
銀
河
系
、
さ
ら
に
は
そ
の
銀
河
を
包
含
す
る
大
宇
宙
の
存
在
へ
と
そ
の

視
野
を
広
げ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
人
間
の
認
識
の
視
点
を
変
換
す
る
も
の
に
他

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
の
「
自
我

の
意
識
は
個
人
か
ら
集
団
社
会
宇
宙
と
次
第
に
進
化
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
、

よ
く
符
合
す
る
。

　

大
正
時
代
、
こ
こ
に
相
対
性
理
論
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
空
間
認
識
の
広
が

り
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
ま
で
も
包
含
し
た
新
た
な
時
空
認
識
の
視
点
を
得
た
。

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
至
る
巨
大
な

流
れ
が
、
賢
治
の
「
四
次
元
意
識
」
を
形
成
し
た
一
因
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
は
し
が
き
」
は
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
を
め
ぐ
る
惑
星
の
存
在
を
思
い
、
そ
こ
に

生
命
進
化
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
夢
想
す
る
。
そ
し
て
「
で
は
生
命
と
は
何
で

あ
ろ
う
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
る
。

　

若
し
、
私
共
が
、
生
命
の
満
足
な
る
定
義
を
得
た
な
ら
ば
、
死
は
其
の

反
対
で
あ
ら
う
か
？
、
生
命
と
死
と
は
、
連
続
的
変
化
の
広
い
過
程
中
の

現
象
に
、
漠
然
と
与
え
た
名
に
過
ぎ
な
い
の
か
？
、
其
の
変
化
の
間
、
恒

存
さ
れ
る
実
在
は
、
何
で
あ
る
か
？

　

最
後
の
疑
問
に
は
、
今
日
の
科
学
は
、
明
か
に
解
答
を
与
へ
得
る
。
其
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の
実
在
は
、
量
に
よ
っ
て
恒
存
せ
ら
れ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
電
気
の
二

実
性
を
有
し
て
ゐ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
気
の
位
置
の
変
化
に
よ
っ
て

顕
現
す
る
。
電
気
は
、
私
共
の
宇
宙
が
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
測
り
得
べ
き
物

質
の
既
知
の
唯
一
の
成
分
で
あ
る
。

　

生
命
そ
の
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
を
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
生
命
と

死
の
絶
え
間
な
い
大
循
環
の
な
か
に
「
恒
存
さ
れ
る
実
在
」、
つ
ま
り
、
そ
れ

を
統
べ
る
根
源
の
法
則
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
電
気
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

の
電
気
と
い
う
実
在
を
探
ろ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
本
全
体
の
主
旨
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
科
学
を
、
単
に
世
界
を
分
節
化
し
名
づ
け
る
手
段
で
は
な
く
、

世
界
を
統
べ
る
根
源
を
追
求
す
る
手
段
に
し
よ
う
、
と
い
う
意
志
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、「
わ
た
く
し
」
と
は
、生
と
死
の
大
循
環
の
な
か
に
立
ち
現
れ
る
「
現
象
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

夫
々
に
、
か
け
離
れ
て
ゐ
る
科
学
の
各
分
派
は
、
総
べ
て
、
電
気
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
同
一
根
本
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
、
今
日
で

は
、
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
類
の
歴
史
あ
っ
て
以
来
始
め
て
、
天
才
の

手
に
よ
っ
て
、
一
個
の
普
遍
科
学
に
総
合
せ
ら
れ
る
材
料
が
現
は
れ
た
の

で
あ
る
。
物
理
学
も
、
化
学
も
、
生
物
学
も
、
地
文
学
も
、
総
べ
て
、
其

の
個
人
性
を
失
っ
て
、
普
遍
科
学
中
の
共
通
な
る
原
理
の
群
に
没
入
す
る

の
で
あ
る
。

　

此
の
名
辞
と
、
原
理
の
簡
単
化
へ
の
科
学
の
進
展
が
、
非
常
に
、
め
ま

ぐ
る
し
い
程
で
あ
る
か
ら
、
直
接
、
之
に
関
係
し
て
ゐ
る
数
人
の
人
を
除

け
ば
、
其
の
可
能
性
が
わ
か
ら
な
い
程
で
あ
る
。

　

ば
ら
ば
ら
に
見
え
た
各
分
野
を
、
根
源
で
結
び
つ
け
る
普
遍
科
学
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
統
べ
る
大
統
一
原
理
へ
の
期
待
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
原
理
が
世
界
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
根
本
を
解
明
す
る
期
待
が
語

ら
れ
て
い
る
。

　

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
科
学
と
技
術
と
は
驚
く
べ
き

大
発
展
を
遂
げ
、
常
識
（
日
常
的
な
実
感
）
を
根
底
か
ら
覆
す
発
見
が
次
々
と

な
さ
れ
た
。
そ
の
急
激
な
発
展
の
曲
線
が
そ
の
ま
ま
上
昇
し
続
け
れ
ば
、
想
像

を
さ
ら
に
超
え
る
大
発
見
が
あ
っ
て
当
然
、
と
い
う
気
分
が
、
本
書
に
限
ら
ず
、

当
時
の
科
学
啓
蒙
書
に
は
漲
っ
て
い
る
。
大
正
と
は
、
す
べ
て
が
一
つ
の
原
理

で
統
一
さ
れ
、
最
終
的
な
世
界
の
謎
が
解
き
あ
か
さ
れ
る
日
が
必
ず
来
る
と
夢

見
ら
れ
た
時
代
だ
。

　

こ
れ
は
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
異
稿
の
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
の
言
葉
「
け
れ
ど
も

も
し
お
ま
へ
が
ほ
ん
た
う
に
勉
強
し
て
実
験
で
ち
ゃ
ん
と
ほ
ん
た
う
の
考
と
う

そ
の
考
を
分
け
て
し
ま
へ
ば
そ
の
実
験
の
方
法
さ
へ
き
ま
れ
ば
も
う
信
仰
も
化

学
と
同
じ
や
う
に
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
通
底
し
て
い
く
。

　

こ
の
科
学
と
技
術
の
大
発
展
は
、
し
か
し
同
時
に
世
界
に
大
き
な
歪
み
を
も

た
ら
し
た
。
産
業
革
命
以
降
、
世
界
の
様
相
は
一
変
し
、
労
働
と
は
搾
取
さ
れ

る
こ
と
の
別
名
と
な
り
、
労
働
本
来
の
喜
び
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
支
配
者

と
無
産
階
級
が
く
っ
き
り
と
分
か
れ
、
貧
困
層
も
激
増
し
た
。
科
学
が
大
統
一

へ
の
夢
を
語
る
一
方
で
、
現
実
社
会
は
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

曾
つ
て
わ
れ
ら
の
師
父
た
ち
は
乏
し
い
な
が
ら
可
成
楽
し
く
生
き
て
ゐ
た

そ
こ
に
は
芸
術
も
宗
教
も
あ
っ
た
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い
ま
わ
れ
ら
に
は
た
だ
労
働
が　

生
存
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る

宗
教
は
疲
れ
て
近
代
科
学
に
置
換
さ
れ
然
も
科
学
は
冷
く
暗
い

芸
術
は
い
ま
わ
れ
ら
を
離
れ
然
も
わ
び
し
く
堕
落
し
た

い
ま
宗
教
家
芸
術
家
と
は
真
善
若
く
は
美
を
独
占
し
販
る
も
の
で
あ
る

　

大
正
十
五
年
（1926
）
の
日
付
を
持
つ
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
の
な
か
で

賢
治
が
こ
う
語
る
の
は
、
時
代
の
必
然
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
冷
く
暗
い
」
と

非
難
さ
れ
て
い
る
「
近
代
科
学
」
と
は
、
世
界
を
統
べ
る
原
理
を
夢
見
て
い
た

あ
の
頃
の
純
粋
無
垢
な
科
学
で
は
、
す
で
に
な
い
。
悪
し
き
方
向
へ
の
社
会
進

化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
奉
仕
す
る
堕
落
し
た
科
学
の
姿
だ
。
芸
術
さ
え
も
、

経
済
活
動
に
呑
み
込
ま
れ
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
と
賢
治
は
嘆
く
。

　

こ
の
閉
塞
的
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
賢
治
が
得
た
の
が
「
近
代
科
学

の
実
証
と
求
道
者
た
ち
の
実
験
と
わ
れ
ら
の
直
観
の
一
致
に
於
て
論
じ
た
い
」

と
い
う
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
統
一
さ
れ
た
視
点
だ
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
、

前
述
の
「
物
理
学
も
、
化
学
も
、
生
物
学
も
、
地
文
学
も
、
総
べ
て
、
其
の
個

人
性
を
失
っ
て
、
普
遍
科
学
中
の
共
通
な
る
原
理
の
群
に
没
入
す
る
」
と
い
う

思
考
に
酷
似
す
る
。

　

さ
ら
に
加
え
れ
ば
「
近
代
科
学
の
実
証
」
に
は
、
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
日
蝕
観

測
に
よ
る
相
対
性
理
論
の
証
明
、
キ
ュ
リ
ー
夫
人
に
よ
る
ラ
ジ
ウ
ム
の
発
見
、

そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
た
原
子
核
理
論
な
ど
が
意
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
相
対

性
理
論
は
、
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
観
測
に
よ
る
証
明
に
よ
っ
て
初
め
て
世
界
を
震

撼
さ
せ
る
大
発
見
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
仮
説
を
実
証
す
る
こ
と
で

ど
れ
だ
け
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
を
現
実
に
物
語
る
。
同
時
代
に
生

き
る
賢
治
は
、
そ
れ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

賢
治
は
、想
念
が
た
だ
想
念
の
ま
ま
で
は
妄
想
に
過
ぎ
な
い
と
感
じ
、「
実
証
」

や
「
実
験
」
と
い
う
具
体
的
な
こ
と
と
車
輪
の
両
輪
の
よ
う
に
進
む
こ
と
に
こ

そ
意
義
が
あ
る
と
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
「
羅
須
地
人
協
会
」
と
い
う

実
践
の
生
活
へ
と
彼
を
導
く
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
通
俗
電
子
及
び
量
子
論
講
話
』本
文

　

次
に
、
本
文
を
見
て
み
よ
う
。「
通
俗
」
と
は
い
え
、
か
な
り
専
門
的
で
あ

る
こ
と
は
確
か
だ
。
原
子
の
構
造
や
電
子
の
振
る
舞
い
、
量
子
論
に
関
し
て
の

基
本
的
な
事
項
を
一
通
り
解
説
し
た
正
統
派
の
物
理
学
の
本
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
記
述
に
は
か
な
り
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
電
子
や
陽
子
、
原
子
核
の
振
る

舞
い
を
擬
人
化
し
た
り
、
様
々
な
例
え
を
使
っ
て
語
る
こ
と
で
、
難
解
に
な
り

が
ち
な
抽
象
的
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
原
子
核
外
に
あ
る
原
子
は
、
核
か
ら
も
、
又
、
電
子
相
互
か
ら
も
、

比
較
的
大
き
な
距
離
を
保
っ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
、
一
原
子
系
の
形
象
は
、

太
陽
系
に
比
較
し
て
見
た
ら
、
よ
く
わ
か
る
で
あ
ら
う
。
太
陽
と
惑
星
間

及
び
惑
星
相
互
間
の
距
離
は
、
如
何
な
る
惑
星
の
直
径
に
比
較
し
て
も
、

非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
先
ず
太
陽
を
、
地
球
に
比
し
て
、
極
め
て

小
さ
く
な
っ
た
と
想
像
し
て
、
次
に
は
其
太
陽
系
が
一
様
に
縮
尺
せ
ら
れ

て
、
如
何
な
る
強
度
の
顕
微
鏡
を
用
ひ
て
も
、
か
く
縮
尺
せ
ら
れ
た
る
太

陽
系
全
体
を
見
る
事
が
出
来
な
い
と
想
像
し
よ
う
。
其
こ
そ
即
ち
、
原
子

系
の
よ
い
形
象
で
あ
る
。


